
催物（イベント等）の開催について（一部改定） 

 

〇催物（イベント等）の開催制限については、以下のとおり段階的に緩和することとする。 

緩和の時期 

（目安） 

イベントごとの参加人数の上限等の目安 

コンサート等 展示会等 
プロスポーツ等 

（全国的移動を伴うもの） 

お祭り・野外フェス等 

全国的・広域的 

(参加者の把握が困難なもの) 

地域の行事 

(参加者の把握が可能なもの) 

①5月 29日～ （屋内）100人又は

収容定員の50％の

いずれか小さい方 

（屋外）200 人 

100人又は収容定

員の 50％のいずれ

か小さい方 

開催を自粛いただき

たい 

開催を自粛いただき

たい 

（屋内）100人又は

収容定員の50％のい

ずれか小さい方 

（屋外）200人 

②6月 19日～ 

（①から約３週間後） 

1,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

1,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

無観客で開催可能 開催を自粛いただき

たい 

適切な感染防止対策

を講じた上で開催可

能 

③７月 10日～ 

（②から約３週間後） 

5,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

5,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

5,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

開催を自粛いただき

たい 

適切な感染防止対策

を講じた上で開催可

能 

④８月１日～ 5,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

5,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

5,000人又は収容

定員の 50％のいず

れか小さい方 

開催を自粛いただき

たい 

適切な感染防止対策

を講じた上で開催可

能 

⑤９月 19日～ 

 

(1) 大声での歓声・声援等がないもの 

…収容定員に応じて、収容定員の50%～100%以内 

(2) 大声での歓声・声援等がある 

…原則として、収容定員の50%以内 

※実際の判断の際には、「イベント参加人数の判断フロー」を参照 

開催を自粛いただき

たい 

※開催する場合は、十

分な人と人との間隔

（1m）を確保 

適切な感染防止対策

を講じた上で開催可

能 

 

業種別ガイドライン
等に基づき必要な感
染防止策が担保され
る場合 

別紙１ 



入退場時や区域内の
適切な行動確保が

できる

大声での歓声
・声援等なし

参加者の位置が
固定できる

参加者の位置が
固定できない

（自由に移動可）

参加者の位置が
固定できる

参加者の位置が
固定できない

（自由に移動可）

収容定員の
100%まで可

※収容定員5千人以下の場合のみ
※収容定員5千人～1万人は5000人が上限
※収容定員１万人超の場合は50%が上限

収容定員
設定あり

最低限人と人が
接触しない距離を確保

最大5,000人を上限として
異なるｸ゙ ﾙー ﾌ゚ （5人以内）
・個人間は１席空ける

※収容定員1万人以下の場合のみ
収容定員1万人超の場合は50%が上限

収容定員の50%以内

大声での歓声
・声援等あり

収容定員
設定なし

収容定員
設定あり

収容定員
設定なし

十分な人と人との
間隔（1m）を確保

入退場時や区域内の
適切な行動確保が

できない

全国的・広域的な
人の移動が見込まれる、又は
参加者の把握が困難なもの

（全国的・広域的なお祭り、野外フェスなど）

全国的・広域的な人の移動が
見込まれない、かつ

参加者がおおよそ把握可能なもの
（展示会、地域での行事など）

開催を自粛いただきたい

※開催する場合は、十分な人と人
との間隔（1m）を確保

十分な人と人との
間隔（1m）を確保
（従来と変更なし）

イベント参加人数の判断フロー（9月19日～）

演劇、舞踊、
クラシック音楽コンサート、
公演・式典、展示会など

ロック・ポップコンサート
スポーツイベント、公営競技、
ライブハウス等でのイベントなど


